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製
品
の
良
ぶ
ll

ば
共
の
加
工
法
に
も
あ
れ

羞

悲

ば

翌い
に
よ
る
所
亦
大
な
り
と
す
。

距
菰
は
一

パ
配
瞬
な
る
但
駅

畠

晨

門

言

冒

鬱

誓
よ
り

如

認
虞
た
ろ
蜘
の
み
を
翫
諏
し
て
艇
胆
す
る
如

霊

塁
で
あ
る。

燒
入
及
び
洗
練
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け
つ
し
ぢ

い

ど
う
だ
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含
ん

か

か

り

吋

吋

さ
つ
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ら
し
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そ

げ
ん
れ
う
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；

か
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う

け
つ
く
わ
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わ
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な
し

ぶ

お
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丸

誓
は
氏
間
加
工
の
結
果
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部
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内
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に
於
け
る
鈷
晶
粒
に
異
同
多
く
均
一

を
欠
き
且
つ
初
析
地
鋭
と
波
来
土
組

ざ
し

さ
い

苓

そ

L
g
g

そ"
t

し
含

も
つ

こ

雙
な
る
を
以
て
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肝
れ
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ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー
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材
と
し
て
最
油
な
る
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緑
柳
ち
「
粗
料
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応
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め
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と
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し
ゅ

ね
つ
し
よ
＂
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＜

苓
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含
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さ
う
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翡
沖
枯
迅
の
焼
入
櫨
に
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殊
の
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総
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し
た
る
後
化
烈
的
洗
汀
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な
し
乾
媒
煽
に
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駆
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し
て
使
加

す。延

線

畠

応

贔
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警
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轡

欝
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か．～
x
ら

せ
ん
ざ
い

え・
～
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な
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苧
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叩
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叩
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尉
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軍
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あ
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て
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ロ
ー
プ
攀

璽

晨

厨‘
ワ
イ
ヤ

喜

開
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犀

尉

量

犀
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喜

鼠

鬱

鬱

炉
応
叡
さ
れ
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開
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れ
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鬱
町

贔
髯

畠

開‘
伽

犀‘

翠
臨ヽ

犀
輯、

置‘
叩
籟
鵬

も
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ろ
ん
し
ぅ
0
や
う

や
い
ひ
ん

え

は
勿
論
優
良
な
る
製
品
を
得
ん
と

累
班
炉
を

閉

置
伽
暇
に
よ
り

慰
ず
誌
叡
す
る
は
飢
齢
岳

罰

扇

贔

拿
距
船

贔
似

贔
網

如
艇

ひ

は
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し
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．
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喰
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は

た

U
A
つ
な

ふ

つ
う
あ
さ
い
と

稔

を

し
ん

ふ
と

が
ふ

や
う

よ

あ
は

と
く
し
ゅ

忌

戒
は
心
網
及
子
細
よ
り
成
り
心
網
は
平
11

通
脳
糸
を
鉗
索
の
心
の
太
き
に
適
合
す
る
様
に
撚
り
合
せ
特
稲
の
油
を

U
れ

も
も

さ
f、

"
ト
じ
心
う

た
ら

か
つ
じ
ぅ
な
ん
せ
卜

あ
た

含
ま
せ
た
も
の
に
し
て
之
を
用
ふ
る
は
索
の
形
朕
を
保
ち
且
柔
軟
性
を
典
ふ
る
に
あ
る。

は

だ
ん

2v

そ
う

か

じ
う
な
ん
せ
ト

し
く
ぷ
ん
テ
ん
セ
う

釦
悶
饂
り
に

鰐｝
を
応
れ
て
坦＇
や
と
も
す
れ
ば
破
斯
力
は
埒
加
す
れ
ど
も
柔
軟
性
は
幾
分
減
少
す
る。

叩

応

喜
は
叫

閃

盟
に
よ
り
船
な
る
も
の
な
れ
ど
も
船
翫
な
る
如
を
囮
る
に
は
犀
き
叩
紐
を
釦
声
肥
眼
す

る
吟
如
あ
り、

犀
へ
ば

禦
品

磁‘

郷

応

詈

兜ヽ

匁
よ
り

悶

畠

尉

如
す
れ
ば

阻

炉

悶
に
も

史

し
ん

し
れ

た
と

だ
い

か
く
が
う
ひ
ん

と
と

豚
心
J

名
入
る
も
の
と
す。

例
へ
ば
第
二、

四、

五
の
各
統
品
の
如
き
も
の
な
り。

ょ
ゎ

ぇ
り
が
わ

っ
く

ょ

だ'C
i
く

つ
よ

ば
り
が
れ

も
つ

つ
く

破
斯
力
の

誓
針
金
を
以
て
作
ら
れ
た
ろ
索
は
弱
き
針
金
に
て
作
ら
れ
た
る
架
よ
り
も
知
如
国

侶
i．
し
き
は
｛
釦
釦

柔
軟
性
に
就
て

協l 線曲率眼（麟 屈扇加 索鋼

1c6 店
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＂
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方
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琶
租
す
が
蜘
v
距
瞑
即
す
に
靡
ひ
て
伸
も
珀
加
し

四

磁
応
を
輯
ゆ
れ
ば
瞬
は
如
犀
す、

瞬
に
安
全
荷
堂
は
共

L

よ
う
て
い

と

ぶ
し

か

げ
ん

か
ん
え
う

の
使
用
程
度
に
於
て
加
滅
す
る
を
肝
要
と
す、

最
も
劇
し
く
使
用
さ
れ
る
も
の
は
破
断
力
の一
]
1ー1
/ー
超
え
ず
p〈
最
も

緩
や
か
な
る
も
の
に
て
も
破
断
力
の
1
/
5

を
超
え
ざ
る
ま
可
と
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璽
索
の
破
繭
力
と
伸
張
率

綱
索
の
破
斯
力
は
露
索
如
の
も
の

ふ

扉

贔
寿

轡

累

閃

瓢
で
は
な
い
。

翫

尉

祖

霊

峯
如

士

だ
ん

g<

<
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い

を
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i

tー
芝
う

さ

．

誓
力
と
の
闘
係
は
索
の
梢
造
に
よ
り
多
少
の
差
異

•
J

う
し
や

立
し
や

ひ

．

く
ら
R

は
あ
る
が
後
者
は
術
者
に
比
し
1
0

ー

2
0

%

位
ま
で
の

網
索
の
破
断
力
と
伸
張
と
の
闊
係
は
鱗
靡
の
輯
犀ー
に

し
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と
と
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す
如
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翫
は
心

炉
衛
く
か
幻

贔
瞬
に
如
か

れ
．
て
あ
る
か
ら、

塩
を

加・
恥心
は
如
き
か
へ

る
珈
偉
に
は
攣
蟷

氏
諏
鵞

を
し
て
瞬
り
に
5
似
を
幻
ぼ
さ
ざ
る
如
攀
に
「
キ
ン
ク
」

を
賤
ぜ
ざ
る
広
叩
甑i
す
ぺ
き
で
あ
る、

叩
し
芦
5

芯
犀
限

贔

兌

面

伽

轡
叩
く
す
る。

鋼

索

の

解

き

方

す。

：
ん

け
ぃ

架

だ

姜

リ

さ
う

捲
胴
及
滑
車
の
理

ド
ラ
ム
）

麟●
匹
嗚
の

詈
紐
た
る
瞬
如
き
も
の
な
れ
ど
も
素
線
の
径
の
千
t
以

よ
王
典
想
と
し』

だ
い

ぇ
ぅ

•
J

れ

罰
悶
炉
畔
（

て
之
よ
り
大
な
る
を
要

姦
し
ゃ

＂
い

さ
し
せ
う

の
狸
は
最
少
た
る
も
の
に
し

L
9、

せ
る
滑
車

、

か

か
く
パ
う
ひ
ん

つ

慰

鼠
三
百
伽
伽
と
す、

翠

腐
品
に
付
き
矛

.~ 
d
.-

9

、ご.
a

る。 撚
り
方
と
用
途

性 名
の 苦
盟迂 邁
よ 撚
り は
去· 森
ヘ 線1'. 
ぽ の
-, 1 頃[
ラ 斜.ー:
ン が
グ 急：! 
ス な
レ た
I め

← 子 e 

に 縄 在
比＂ の
し 隆；

不 ふ 起 含

利 り せ
で る
あ 短£
る い
が 部ぶ
取 す 分 え
扱 の
に み
便z 靡 土
秤 擦g 

・な す
た る
め の
普 ← で
通 ご 腺 t. 

一 滅2 
般乞 の
に 度 ど

多； 合g 
く が
用t 多 名
ひ く
ら 耐E 
れ 久g 

ツ~rc mt め
は 綺 さ 醤 コ→ に 通 フ
キ JIH 撚 ン
ン ひ に グ
ク ら 比ひ ス
L る し レ
の .I. Jl 栂 t. I 
I 距 が 滅ぢ 1-­ 

来 t 撚 ょ の 1 ま
易； り 度 と 索 そ
い 戻 を 合 な 線 t 
場ば る が ．の
合g 、国 少｛ 犀
に 質と な 犀
は が く が
不 ふ あ 使 L 緩
逃 る 用；・ な
常な か 久t の
で ら し で
あ 荷1C き 外§
る を に 部ぶ
゜ か 堪fc と

け へ の
た 且 カ・ 接 苫
際こ つ 瞬
に 柔5 面£
郷: i/\k だ が
索： 髯 長姦
の に く
一 於ど 索t 
端たて 琴
が も 犀
自と 釦 が
由なれ 和
に る 均i 
回 月 の に
戴 で 距
す 如 擦こ
る 道 夕 を
様t 加 受ぅ
な ‘ け
摯 鋏§る
合 な 山ん た

右
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ラ
ン
グ
ス
レ
ー
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左
「
ラ
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普

通
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は は は は で
オ茂 屈 右 を 左弓次
釦 撚 ； 撚 す撚； の
で で で

ヽ
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第 壺 被

皐
謂 索

『“
a..
3
t
戸 種 々の 鍋索 の翫 面圏

亜 鉛 鍍、 普 通 撚

七本椋六ツ撚、 中心麻入

控 索、 船船笞索用

iti以，
可
叶d-
g

丑，
ゴ
可
臼-
g̀Cワl
:

’

ì
·9-
'`•
.‘

1
-

―
―
九

＊ サ 重 サ I 保 證 破 断 力

-R 二f-t I ヤ f,t 

I 

11,J 同 直 包
守通銅索 上等銅 索

p.J ，I mm. 吋 m 皿 ― 匁― ．_I Ih• g, 剋 迅i 

.,. 13 0.159 4 H 0 059 0.46 0.69 .,, 16 0.199 5 7 5 ,.,,,! ＇ 0 72 1.09 .,. 19 0.239 6 10 8 0.133 I 04 1.57 
, ,,. 22 0.278 7 146 0.181 I 41 2.13 

I 25 0 318 8 19.2 0.237 I 85 2.79 

I'/, I 28 0 358 ， 24 3 0.300 I 2 Ji 3.53 

I'/,)2 0 397 10 30 0 / 0 370 : 2 89 4.36 

I'/, . I 33 0 477 12 43 2 o 533 I 4 23 6.28 

I'/ ・ 44 0 557 14 58 7 om I I 5.56 8.55 

＂
0.947 1 ＇·2 51 0.636 16 16 7 7 39 I I 16 

＇
21/, 57 0.716 18 97 0 I 199 ! 9.35 14.13 
2'/, 64 0.795 20 120.0 I 480 I ＇i 11.51 17.44 
が/, 7 。 I o 875 22 145 0 I 791 13.97 21.10 

＇
3 76 0 955 24 I 72.6 2.131 16.62 25.J I 
3'/ ヽ 82 I 034 26 202.6 2,501 19.51 29.47 
3'/, 89 I 114 28 235.0 2901 22.63 34.18 
3'/• 95 I 193 30 269 7 3.330 25 97 39.24 

7 本 鉛 6 燃
中心 邸入

30 本線 6 燃
中心 及各子縫 共麻人

疇
19 本裕

ll 本繰 6 撚
中心及各子縫共麻l ヽ

J7 本 名Ii 6 憾
中心 旺入

7 本附 3 本慾

亭
19 本 綽 6 招
中心 麻入

24 本線 6 招
中心及各子繰共昭入

bl 本綿 6 慾
中心 麻入

三、完子懲

-̀

晶 ー：〗

三、四子也

（日本振準規格 吋慮ル）
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柔 軟 銅 索

亜 鉛 鍍、 併 通 携

~-:IL 本燎六·• !! 、 •l•,t• 麻人

起頂機、 m 年禎、 if!. 澤 /fl 
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第 四 競

特 別 柔 軟 銅 索

亜 鉛 鍍、 普 通 撚

二.,.四木紐 六 ツ燃 、 中 心 及,] !ヽ1 北窪入

汝渫 、起祖租 、雑舶砂 索、門 茄 茫詑 、r ホ ーサ ・ 」 1fl 
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拿
最 特 別 柔 軟 銅 崇

亜 鉛 鍍、 普 逝 撚

三十本椋 六 ツ密、 中心及子縫 共麻人

起訊捉、石油竪井 、 船舶 勁索 、 r"' ー サ ー 」 IH 
拿

特 別 柔 軟 銅 索

亜 鉛 鍍、 将 通 撚

三十七；ド粕六 ., 慾、 中心麻入 ・

起重機 、 昇粋．機、 石油繋 井、 汝茂 用
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情事 ノ 最小直径

ctrc;1111. Din re~m. ..t'; 叩 り刃5 丙r 

ーi ―
吋

, · -吋·■一 I """· lllfl\, 匁 Kr. 寇 珀 叶 m. 

＇
25 0.318 8 18.6 0.230 2.71 358 5.0 0.12 .. ,. 28 0.358 ， 23.6 0.292 3.43 4.54 5.5 0.13 .. ,. 32 0.397 10 29.2 0.360 4 23 5.60 6.0 0,15 

I'/• 38 . 0 477 12 42.0 0.518 6.09 8.06 7.0 0.18 
I ・,. 44 0 557 14 57.2 `、0 706 8 29 10.98 8.0 0.20 
2 51 0 636 16 74.7 0.922 10 83 14 34 9.5 0.24 
2•1. 57 Q 716 18 94.4 I 166 1371 18.14 10.5 0.27 
2½ 64 0.795 20 I 16.6 I 440 16.92 22.40 11.5 0.29 
2•, ・ 70 0.875 22 141.0 1.742 20.47 27.10 12.S· 0.32 

l 
3 76 0 95:; 24 168.0 ·2.014 24 36 32.26 14.0 0.36 
3'/ ・ 82 1.034 26 197 0 2.434 2859 37.86 15.0 0.38 
31/, .89 I.I 14 28 229.0 2.822 3l16 43.90 16.0 0.41 
3°/ ・ 95 1.193 JO 262 0 3.240 38 07 -50.40 17.0 0.43 

4 102 1.273 32 299.0 3.686 43.32 57.34 18.5 0.47 小,. 108 1.352 34 337 0 4.162 48 90 64.74 19 5 0.49 
4¼ 114 1.432 36 378 0 4666 54.82 72 58 20.0 0.51 が,. 121/ 1.511 38 421 0 5.198 6108 80.86 22 0 0 55 
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゜
あ
る

た
て
れ

ご

耳
度）

に
て
建
値
さ
る
。

〔
ワ
ッ
ト
ル
・
バ
ー
ク
LJ

廊
印
は
潔
叫
で
国
距
ア
フ
リ
カ
に
撚
塩
せ
ら
る。

北
の
褐
は
尉
も
ク
ン
ニ
ン

叙
和
釦
釣

し
け

モ
く

じ
↑
い

L
り

た
っ

し
て
ア
カ
シ
ア
局
の
樹
皮
に
し
て―i
O
種
に
逹
す
る。

C
ん

じ

ミ
ま

し

ょ
·^

く
近
時
11

恥
も
使
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

主
と

”
よ

ほ
と

ぜ
ん
よ

な
ん

＄

は
殆
ん
ど
全
部
南
迎

fへ
ざ
い
に
つ
？
ん

ウ

IC
ふ

恥
在
日
本
に
紡
入
さ
れ
る
ワ
ッ
ト
ル
・

バ

ー
ク
及
び
ワ
ッ
ト
ル
・
ベ

ー
ク
・
エ
キ
ス
ラ
ク
ト

＇』
う

さ
ん
し
2-·

し
c
f
う

ぷ
ん

t
ん
い
っ

た

ヤ』
し

8
I

と←．I
そ

叡
邦
の
ナ
タ
ー
ル
洲
よ
り
腔
出
さ
れ
る
も
の
で

、

有
効
タ
ン
ニ
ン

分
の
含
布
は
他
の
ク
ン
ニ
ン
惰
の
及
ば
ざ
る
所
で

L
ゆ

の
四
種
で
あ
る
。

烈
泊
は
一

瞬
(

パ
J勺

コ
苫，
4
勺
[
団
J
4

，

·
9̀
•
9·

T
.•
j
•

メ·
→[

9‘
,
！
1・—··
9

•

4
•

.

•

.
•

'
·
··

9

[

＇

9

·
p

'l'

印．

J
B
nt

J
R
日
・

A

暉．

ろ。

け

に
し

た
ん
が
ら

と
な

ご
丹
柄

tー
つ
ぼ
，～

日
本
に
輪
入
さ
れ
る
マ
ン
グ
ロ
ー
プ
・リ

ッ
チ
＋、

（
タ
ン
ガ
ラ
）

と
稲
へ
る
も
の
は
馬
来
語
の
ク
ン
ガ
ー
よ
り

た
ぅ

土
lーJ

g
"-

さ
ん
じ
＂
っ

疫
出
す

か
は髪

り
た
る
も
の
で

、

ボ
ル
ネ
オ
島
が
最
も
多
く

る
も
の
で
あ
る
。

っ

、
ヽ
に

5

IC
ふ

て

佳

げ
ん
ャ
ら
ヤ
J

よ
げ
4
I
う

エ
キ
ス
ト
ラ
ク
ト

卸
ち
カ
ッ
チ
で
現
在
泄
業
川
と
し
て
我
が
國
に
臨
入
さ
れ
る
も
の
は

、

マ
ン
グ
ロ
ー
プ
、

1'. 

輿
贔
v
し
、

訟
綬
に
記

架
臨
翫

茫
船
し
て

乙心
の
濃
即

畠
り
て

歩
ヽ

組
を
翫
配
し
て
叩
昴
岡
厖
郷
と
し
て

ぎ
―

二
封
度
応
り
の
靡
叩
と
さ
れ
る
。

血
庫
は
抵
と
し
て
5
船
印
（
ビ
キ-
力
)

に
即
す
る
マ
ン
グ
ロ

ー
プ
で
あ

,．．
置

•
ロ

[
·
`

T
n~(｛
←

""..., .-• 
~ -を丘―.- . .・,.. . .. -~-- ．—. . " ヽ, . べ _ ,,,

ク,ー> ．

あ

サ
ん
ヤ
<

〔
阿
仙
睾
む

欝

悶
贔
贔
加

加
Jig
さ
る
。

IC

つ

ね
ん

尉
釈

誓
叩

撃

鬱

尉

腐
匹
を
な
し

騎

贔
后

警
諏
慰
す

、

六
m
よ
り

て

応

畠
に
凡
れ
て
加

記

尉

畠
し
て
叫
寧
の
み
を
没
lll
し
煮
誹
め
て
粘

箆
―

叩

：
II

聖
―

胆
し
泣
固
の
み
を

饗
U
か
匁

贔
っ

品ぅ

ゃ

瑯

鬱ヽ

如

誓

応
れ
て
禽
似
す
る
を
距
つ
て
訟
即
す
る
も
の
で
、

た
ん

ぷ
ん

R
E

朕
と
な
れ
ば
止
め
て

れ
る
箪
寧
分
の
多
い
の
は
ベ

七
つ
と

―
k

ぅ
”
ふ
r
う

も
ち

]又
も
工
業
Jfー
に
用
ひ
ら

あ

せ
ん
や
く

ぇ

L
g
『

O
ゐ

五
0
1=1
0
0
封
度
の
阿
仙
築
が
得
ら
れ
る
。

三
秤
類
あ
る
が――
u

ざ
ん

グ
よ
り
布
す
。

ふ

ザ

る
<

?~
’J

し
ぅ

ャ

均
た

せ
し
9
8．

き
し

し

よ
う

牧
欽
剤
叉
は

穂
琺
面
に
使
用
さ
れ
る
。

し

あ

芯
や
く

こ
の
阿
仙
菱
は
健
胄

苫

も
と

〔
カ
ッ
チ
〕

マ
ン
ガ
ロ
ー
プ
の

翫

ふ
翫
め
て
伽

恥
叫
専
ェ
ッ
キ
ス
の
稲
で

、

元
カ
ッ
チ
と
言
へ

ば
阿
仙
郊

委

じ
ふ

ひ

さ

ゐ

こ

て
来
て
居
る。

此
の
マ
ン
グ
ロ

ー
プ

都
皮
よ

た
ん

め
い
し
ら

か
は

キ
ス
の
名
稲
に
努
つ

こ
れ

枷
し
て
た
が
寧
盆
で
は
マ
ン
グ
ロ
ー
プ
箪
寧
ェ
ッ

せ
い
て
ぅ

う

と
く
て
ん

得
る
得
黙
が
あ
る
。

之
を

て
ん

房
び

お
ぼ

さ

ぶ

ふ
た
る
叩
享・
に

臀
船

尉
鯰
い
の
と

慰

索

15
で
あ
る
獣
並
に
大
規
校
に
製
造
し

な
ま

ま
ヽ
｛
つ

-
の
儘
表

た
ち

含

ま
し

ま
た

み
t

す
る
か
ら、

立
木
の
儀
か
叉
は
幹
を
伐
り
て
生

げ
ん
せ
う

減
少

g
ぅ
含

つ
つ

し
ゃ
ふ
つ

じ

か
ん

欝
す
る
に
は

鬱

応
尉
す
れ
ば

忙

記

甕

索

蒸
氣
を
迎
じ
て

煮
沸
三
時
間

い

芯
ナ
ゐ

C

ん

入
れ
て
荊
水
を
批
じ

し
や
く

も、ヽ

芯
ぃ

侶

ぶ
ん

め

丘、

六
尺
の
木
製
栢
に
八
分
目

晏
g
c

ぅ
っ

虐

釈
、

撃

聾
と
し
て

叩

た
ん

ぷ
ん

ぶ
ん

り

て
箪
寧
分
を
分
離
せ
し
め
蒸
疲
器
に
移
し
て

ど
う
や
う

し
や
ふ
つ

同
椋
に
採
沸
し

c
＾

と
r

,一
に
い

う
つ

wJl

柚
と
次
節
に
移
し
て

‘”-
＾

だ
い

・ヽ
ー

、

第一—
i

、
が
糾
四
の

く
らn

c
ち

位
の
後

C

第
二

、' .,_. 

亡
い
t-
-j
る

臀
瞑
籾

岱
謬
織
距
瞬
ピ
ル
アマ
を
茸
配
痺
し
J 、
し
て
一

在
ハ
四
況
に
印
ば
に
知
れ
一

七
刊
紀

卑
令
り

．
し
』 ー るぷ出a._,-~ ぷ ~ゞ 屯~~~~j~ 心~ ..:..._
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ー、

ご
二
五

｀
口
〗
知
燿

｀
E

は

｀
瞑

士

知

蒻
v
、

冒
も
屈

知
珈

応

炉
臨
つ
て
尉

農

翫
な
る
監
あ
る
も
悶

腐
効
力
小
な
る
訣
黙
を
布
し
て
屈
る
。

一

岳

-

；
的

晶
組
を
舜
せ
ば
次
の
雌
し

＂
．～
ざ
い

せ
よ
1
ふ
t
う

ゆ

次
に
現
在
の
樵
業
川
輸
入
タ
ン

．

ぎ
ょ
r
i
r
ぅ

ゆ

に
ふ

て『
し
け
い
6、
ふ

s
.ĵ
‘

粕
梵
川
稔
入
ク
ン
ニ
ン
剌
糊
給
機
梢

あ
る
。 ,’

界
叫

畠
心
さ
れ
る
エ
キ
ス
ト
ラ
ク
ト

の
臨

誓

欝
印、

JJ
印‘

®
印

叩
あ
る
も

尉

扁
距
ナ
タ
ー
ル

郎
の
も
の
で
臨
犀
し
網
ん
ど
如
駆弁
な
き
広
で
あ
る
。

と
り
小
さ

ふ
う
た
い
こ
み

く
わ
ん

た
て
ね

と
も

、
t‘)

取
り
は
風
袋
込
拾
貫
に
て
辻
仙
さ
れ
る
（
バ

ー
ク
、

エ
キ
フ

J

ひ

と
さ
な'
"

\`
ゎ～

や
く

<
2
し
り
ぐ
乏

ゐ

と
も

（
パ
ー
ク
一

袋
約
二
十
四＂
只、

エ
キ
ス
は
約
十
貰
入
位
と
な
つ
て
居
る
が
時
に
よ
b
齢
ル`

で
あ
る
）

L

t
う

、
う
せ
し
せ
．

冗
う

げ
，
さ
ら

し

t
ぅ

ふ
b
せ
い

は

3
せ
し
”
し
せ
．

祠

tー
ん

せ
し
L｛

ふ
呼

藉

っ

〔
紺
性
系
芽
牙
〕

箪
享
性
即
針
来
に
次
い
で
使
m
さ
れ
る
は
紺
性
染
米
で
現
在
使
用
さ
れ
る．孔
11

性
封
は
コ

ー
ル
タ

i

叫

ク
レ
オ
ゾ
ー
ト
・
タ
ー
ル
、

亜
麻
仁
油、

ア
ス
フ
ア
ル
ト

等
で
あ
る

。

p
b

や`
＇

岱
2
2

さ
つ
含
ん
せ
い

い
う

か

箋
—

J

'

ひ

ふ
く

d
う
七
い

し
な

IC
ふ

さ
つ
さ
ん

原

Q

う
し
つ

ば
ぅ

タ
ー
ル
類
は
利
迄
強
力
な
る
殺
菌
性
を
有
し
、

且
つ
弛
固
な
る
被
疫
を
梢
成
し
て
5―

入
せ
る
殺
菌
秤
の
流
失
を
防

聖
る
と

鬱

禦

翌

翌

贔
血
す
る
の

開

ふ
す
る
も
の
が
あ
る
が

、
一

詔

鬱

罰

附

戸

鬱

召

げ
ん
い
ん

原
因
は

、
芝
仝っ
u

図

又

乞『
う

か

り
つ
だ
い

ま

さ

ふ

べ
ん

一
、

染
網
後
の
重
批
玲
加
李
大
に
し
て
採
作
不
便
な
る
こ
と
。

ふ

互
く

な
か
／
＼
と
り

さ
．

が
た

二

ふ

誓
tt
し
く
野

羞
翫
に
附
滸
せ
る
も
の
は
仲
み
取
去
り
難
き
こ
と。

三
、

如

野
羞
か
た
ら
ざ
る
こ
と
。

四、

古
網
と
し
て
他
に
利
川
店
坪
困
難
た
る
こ
と
。

ぜ
ん

じ

+J

じ

？～
う

ヲ
つ

か

万
大

し

よ
つ

む
さ

で
使
川
し
な
い
向
も
あ
る
が

、

汁

孔介
の
固
要
は
班
加
さ
れ
つ
し
あ
る。

＿

せ
い
せ
レ

ク
レ
オ
ー
ド

は
コ

ー
ル
タ
ー
ル

よ
b

紡
製

1\' 屹 品t 
嵩 寧 を ＾

し 力 ど 埓 を す

犀 叩 瞬；瞬
艇 大名 の r""\ る

i 滋 犀 合は 合各 llJ; な 筍 尉 の
硲 料: 又 委 し

性せ す る 訳 で
妍r る も 化； 釈 ＇伯j ぢ＇

府懸 に は *蒋 如 流； 知 ＂＂ん
慰 て 宍

f'"{~- 
，'-- オL ,LJ > 知 物委礼峙 な

叩 被人を 極〗墨 で U つ る
は 毅z f!I\: 、 現！端E 
1 す J 胆 染芯 な

か 網 含 為2 
防 ぽ る

た 地5 
す 来怜 る

之fi と

腐 ふ• も
る を は 、

る の 場Ii も
効な の ゜ 大E 合な の

染 克 硫 t コ

填 で J 炉 多た を で
色 と 酸 え I 

鵡 ‘ の 数； 除g 、 る
す 銅~JI, 

な 此 .:. ,~,~ は
‘ タ

る の 的:J Jl: 炉 '
＜ 硫 ど も 亜 あ I 

も ―-·
麿 ．酸£ の 比 ひ ル

仰 · 函 ，す
と の 箪 だ 糾弱 で 酸 え に

格 を＇に
記 寧 溶； 、

る 合 ば 9 需 液も 一
銅 多 比 ひ
紆投 紋 を'

距 加 叫 性；： 匁 嗚 般乞の し
霞 て は 染，芯は
的 § 紀 ' ' 料t 油 ば 網 岱

に に 銅多て

饂 利り1i'; で 封認 地 7 
諏 、： 腕 を 効含

＜ 害 閤 計貶 箪 だ と
賦 又i 力 £

且か を 化t 睾
を 恥 は 甜炸

餌 7 ぐ は ア き
つ 販 般 的．合:,'.れ 7 悶 ル を
煎； ぶ
砒 ゑ れ

菱 ~- 染 、も し
晶 芯 料 ~ -

訟 に ミ 以g 
大E ば

C 炒蒻 平 • ニ て

と
を に 使 L を i 容さ ュ ー

次 脚 化； 限 瑣 性~1 般乞
な の 旅It,, ふ盟 し ふ た
り 及II~I 硬 索 て -lj 稔 7 

ム に

て く に 臨 居J, な 筏 た
3 腕i 使 し

．ヽ ょ

取 す で 浸 と 又 委 る
Jlj ぅ

扱 ぁ 店 は ゜ 硫！ ヽ
く め 鉛 を さ

に る せ れ1 食
基 宮 れ

不 ... 0 
酸え之こ 類£ た

’使Z し 性r 銅~ れ
め 染克

叉芸 ぃ

な ‘ 料'.;
液t 自じ は ゜

る 汎他 に
に 脆寮 7J<t., 

尉 郎 似
叡 は 銀烹

魁 支 叉t 梨t し 防閉化i 
が は 築 ざ

繰； り炉 • イ,~
返~ 効 な 物芦

i
3
さ
全全
ャ
だ
ふ
●
f

• •E.，
9

忠
99i­

•
←
?d
9,
9

―
―
二
四

-... - 
、 .:. - . 一 ...r.i.: ぷ ：てこ ・ダユ'- -•一 己呻一;.'~l ぷ,i,;;;a.~ 暮 :. "ー".
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・そ こ

七
，
-, ．

仝
つ天

J
u、

レ'h"
？作

る
に
あ
る
。．

ひ

た
か
し
な
せ

な
っ

ご
、

Iワワ＿
砂
式
染
料

タ
ン
ニ
ン
燃

恥

盟

贔

誓

条
m
な
り
。

せ
よ
9

る
た
う
た
と
い

合
呑

芦

五

g

――.
、

撚
叫
川
縦
糸
及
帆
布
防
腐．
身
来

ャ

ふ
の

う
•

J

う

之
a

も
つ

北
ぅ

ふ

タ
ン
ニ
ン

閃

似
液
に
ク
レ
オ
リ
ン
、

フ
ォ
ル
マ
リ
ン

を
以
て
防
腐ず
す
る
も
の

。

ぃ

ド
翡
廷
楼

＂
云
対^
紫・

U,
‘

せ

}

.
J

ーー
ン
醗

畠
認

贔
ら
せ
る
も
の

。

せ
ん

わ

な
い

ど
う
3
た

名

q
ん
と
う

ち
ん
f、

な

こ
れ

織
紅
内
に
釦
又
は
亜
鉛
等
を
沈
深
せ
し
め、

之
に
タ
ン

．

こ

染
ぅ

£v

ひ

2
<

コ
ン
ニ

ヤ
ク
粉
に
よ
り
梱
力
な
る
彼
股
を

加
正
瓢
国
諏
の

m
匁
に
よ
り
芦
を
瞬
m
m
砧
し
、

約
幻
雰
糾
犀
恭
日
間
瞬

見
f

じ
て

酌
記
せ
し
め
る
の
で
あ
り
、

1

;”
3い

ゆ

lー
ふ
ヤ
？
＇2
2”
ん

よ

か

か
く

と
う

さ

く
ゥ～
ぜ
ん

よ
く
せ
い

各

6
‘

fー
制
せ
し‘
め
て

は
い
含
ふ
令J

u
う

肛
し
て
系
統
立
ち
た
る
醗
給
機
構
と
た
せ
る
も
の
で

、

絵
人
数
屈
減
に
依
る
位
ー
の

開

茎
グ
プ岳
に
オ

ゐ

誓
の
で
あ
る
。

く
わ
が
く
せ
，～
れ
9

し

あ

-)
れ

が

図・
I

せ

ご

と

悶

璽
咋＇
し
た

盃

鸞‘

瞑m
さ
れ
た
る
化
患
染
料
の
知
れ
る
も
の
を
欅
げ
て

、

之
が
胆
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